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論文内容の要旨 

 
 プラスチックフィルム包装は「袋」の形態のものが多く、袋を成形するには、熱接合の技術、

装置が必要となる。熱接合が不完全であれば、フィルムはもとより内容劣化に至り、クレーム発

生あるいは補償問題などに繋がる場合がある。食品、医薬品の場合においては、人の健康や生命

に関わる重要な問題を発生することもある。よって、一般的に「袋」に要求される重要な要素は

破損しないことである。 

本論文では、フィルム熱接合部および熱接合部を含む境界領域の特性を把握すること、破損事

故を生じない接合技術を確立すること、を目的とし、接合強度に及ぼす成形条件、特に接合圧力

の影響に関して検討した。 

第 1章では本論文の位置づけ、目的を一般的な研究および論文と比較して述べた。 

第 2 章では、滅菌紙を用いた滅菌バッグ熱接合部の接合温度、接合圧力依存性について検討し

ている。滅菌紙のはく離強度は、接合温度および接合圧力の上昇に連れて高くなることを明らか

にし、接合圧力は接合条件の重要な因子の１つになっていることを示している。 

第 3 章では、ポリエチレン(PE)不織布を用いた滅菌バッグ接合部の熱接合温度および接合圧力

依存性について検討している。PE不織布のはく離強度は、滅菌紙を用いた滅菌バックとは異なり、

接合圧力による依存性を示さず、接合温度に依存することを示した。  

第 4 章では、汎用ポリプロピレン(PP)フィルム熱接合部の接合温度および接合圧力依存性につ

いて検討している。はく離強度が接合圧力依存性を示すことを明らかにし、さらに最も低い接合

圧力において最も高いはく離強度を示すことを明らかにした。 

第 5章では、PPフィルムの熱接合部および境界部のき裂に関して検討している。応力拡大係数

は、接合温度が上昇するに伴い減少するが、接合境界部においては、ほとんど減少しないことを

示した。 

第 6、7 章では、ポリ乳酸(PLA)フィルム熱接合部と境界部の接合温度、および接合圧力依存性

について検討している。はく離強度は接合圧力に依存することを示し、その結果、最適な接合圧

力を見いだした。 

第 8 章では、この研究の検証成果をまとめ、さらにはその結論の意味するところを吟味してい

る。 



これらプラスチックフィルムの熱接合に関する研究成果により、プラスチックフィルムの熱接

合において熱接合温度のみならず、熱接合圧力もフィルムのはく離強度に対して影響を及ぼすと

いう結果を示している。これらは、熱接合部の引張試験、はく離試験、IR測定、複屈折測定法等

の幅広い測定法を行うことにより、プラスチックフィルムの熱接合における熱接合条件と力学物

性との関係を検証できることを提案している。 

 

論文審査の結果の要旨 

 

 本論文では、プラスチックフィルムの熱接合部を 1つの成形加工体と捉え、その接合強度に

及ぼす成形条件、特に接合圧力の影響について検討している。特に従来不適切とされていた低圧

力での接合において、高いはく離強度を示す接合フィルムを作製できることを見い出し、さらに

力学試験、分光測定法等を用いて詳細に検討していることは学術的に意義があり評価できる。ま

た、これら研究成果によりコンパクトで省エネルギーな接合装置の開発が可能となる可能性を見

出したことは、工業的に意義がある。 
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